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第 l章序論

第 1節緒言

近年、ジェンダーの垣根が低くなり、これまで男性スポーツと見なされてきたボクシ

ングやラグビー、柔道、サッカ一等の近代スポーツへの女性の参加の増加は目覚ましい

ものがある 1)。スポーツ種目にはボクシングやラグビーなどの「男らししリスポーツと

新体操、チアリーディングやシンクロナイズドスイミングなどの「女らししリスポーツ

があり 1)、これらをジエンダー・スポーツと称することができるであろう口これらのジ

ェンダー・スポーツに参加する者は、スポーツ・マイノリティと呼ばれる少数派であり、

時に Tomboy/Sissyと呼ばれ榔検される傾向にある口

ジェンダーという概念が生まれたのは、 1970年代のフェミニズム運動からである 2)。

それ以降、性差をめぐる議論はセクシズムとジェンダーとを区別し、性差は宿命として

変えられないものではなく、「女性らしさ」に縛られない女性の生き方が可能であると

宣言したことが始まりである 3)D 現在では、ジェンダーの概念も「単なる性別としての

ジェンダー」、「社会的性別・性質としてのジェンダー」、「規範および参照枠組みとして

のジェンダー」など多様になっているが、このような一連のジェンダー・フェミニズム

研究の進展と共に、社会全体における女性の社会的地位も向上してきた。また、ジェン

ダーの概念は、これまで不可能であると思われていた女性の可能性を押し広げる存在で

あるといえる 3)口フェミニズムが提唱され始めて以後、女性学の発展などもあり、女性

差別の問題を最重要問題として捉えられ、これらの解消に向かつて努力されてきた。

社会学では、ジェンダーがもたらす差別や抑圧を片方の性からだけでなく、より一般

的な視点から捉える必要があるとしている 4)口このことから、男性もまたジェンダー・

マイノリティの対象と捉えることも重要な問題であるとしている。近代スポーツは「男

らしさ」の象徴的な文化として男性によって推進されてきた 2)が、フェミニズ、ムが提唱

され始めて以降、様々な要因により女性による近代スポーツへの参加が増加した口日本

においても女性に主眼を当てた女性スポーツの文献、女性スポーツとジェンダーに関す

る研究は「スポーツとジェンダー」伊藤5)，をはじめ、飯田 6)や井谷 7)らによって研究

が進められてきた口一方で、男性をジェンダー・マイノリティとして捉えた社会化研究

は日本では極めて少ないのが現状である。

例えば、海外における優れた研究として、女性的スポーツ(新体操)に参加する若い
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男性の両親や家族とのコミュニケーションや関係など男性的なアイデンティティの構

築に関する研究 Caroline8)や、ジェンダーステレオタイプにおける児童期のスポーツ

参加決定要素に関する研究引lero9)などがある口しかし、日本において男性をスポーツ・

マイノリティと捉えた社会化研究は極めて少ないD したがって、ジェンダー・マイノリ

ティに関する基礎資料の収集と実態の把握が必要であると考えられる口

第 2節研究の目的

本研究は、男性をジェンダー・マイノリティとして捉え、ジェンダー・スポーツに参

加している男性に関する基礎資料の収集とジェンダー・スポーツに参加している男子高

校生の実態を把握し、男子高校生のジェンダー・スポーツ参加過程と参加に至る要因に

ついて明らかにすることを目的とした。

第 3節用語の定義

第1項ジェンダー・スポーツ

伊藤 10 )や井谷 11)、飯田 12 )などの社会学研究では、「スポーツとジェンダーJや

「スポーツにおけるジェンダー」など、スポーツの場におけるジェンダーは男性視点

から女性に関する表記が多く、人それぞれ異なった表記をしている口そのため、本研

究では、女性らしいスポーツをジェンダー・スポーツと定義する口

第 2項ジェンダー・マイノリティ

井谷 11)によれば、女性がラグビーやサッカーなどの男性的と捉えられやすいスポー

ツをするとジェンダー・マイノリティと捉えられてきたと報告している。反対に、本

研究で、は男性が新体操やエアロピック、シンクロナイズドスイミングのような女性的

なスポーツを行っている集団の少数派をジェンダー・マイノリティと定義する。
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第 2章先行研究の検討

本研究は、男性をジェンダー・マイノリティとして捉え、ジェンダー・スポーツに参

加している男性に関する基礎資料の収集とジェンダー・スポーツに参加している男子高

校生の実態を把握し、男子高校生のジェンダー・スポーツ参加過程と参加に至る要因に

ついて明らかにすることで、あった口本章ではこれまでに行われてきたスポーツの社会化

に関する先行研究を中心に概観する。

第 1節 スポーツとジェンダーに関する研究

ジェンダーに関する研究は 1970年代に起きたフェミニズム運動以降、盛んに行われ

てきた。日本では、伊藤5)をはじめ、 1990年代から、井谷 13 )、飯田 14 )、谷口 15 )らに

よって研究が進められてきた。これまでに飯田ら 14 )によってスポーツにおける女性の

地位を数量的に表す試みがなされてきた口『スポーツ・ジェンダー学の招待』では、ス

ポーツ報道が男性プロスポーツに偏り、レポーターや解説者も男性によって占められて

いることなどが飯田 16 )によって明らかにされた。また、佐野 17 )は子供の遊びに関する

考察から、生まれた時から男女で異なる環境や期待を与えられた子供達が成長と共にジ

ェンダーを内面化していくことなどを明らかにしたことなどが報告されている口

また、古川1
1
8 )は男性のジェンダー・アイデンティティの形成について、近代以降の

社会では、スポーツが男性のジェンダー・アイデンティティ形成に大きく役割を担って

きたと報告している。

第 2節 スポーツの社会化に関する研究

第 1項スポーツの社会化の概念について

本研究では、ジェンダー・スポーツへの参加過程と要因を明らかにする際に、スポー

ツの社会化を参考にするため、本節で社会化について概観する。

人間は、生まれながらに言葉を話したり、適切な行動をとったりすることはできない

社会化とは、人聞が社会生活を営むようになるためには、誕生してから生涯にわたるラ

イフステージにおいて学習が必要であり、さまぎまな知識や価値、行動様式を学習する

ことにより社会の一員として適応していくようになる。個人が他者との相互作用を通し

て、知識や価値および規範を学習し、社会生活における行動様式を発達させる学習過程
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を社会化という 19 )口社会化は、社会学、心理学、教育学における重要な概念であるが、

その定義は学問分野や研究者が依拠するパラダイムにより一様ではないと山口 19 )は報

告している口また、社会化概念も時代の変化と無縁ではない。かつては、幼児が社会生

活を営むことのできる成人になる過程と捉えられていたが、長寿化の影響から、「幼児

期-児童期一青年期一成人期一中年期-高齢期」とし、うすべてのライフステージにおけ

る学習過程を含むように変化していることを明らかとした 20 )。

エリクソン 21)は、アイデンティティ形成はある一定の期間に形成されるものではな

く、ライフサイクルの中で、生涯にわたって形成されていくものであると定義づけしてい

る。特に、青年期はアイデンティティ形成の最終段階であり多くの役割によって、これ

までになく深く苦しむ傾向があると指摘している。なぜならば、青年期においてアイデ

ンティティ対アイデンティティの拡散という問題がある。これまで幼少期から培ってき

たアイデンティティはこの青年期に徐々に統合されていくものであるが、アイデンティ

ティの拡散によって自分が何者であるのか分からずに混乱し、社会的位置づけも得るこ

とのできない状態が訪れることがあるのが、青年期であることを指摘している。つまり、

幼少期からの学習過程によって身についてきた規範や行動様式、価値観が青年期のアイ

デンティティの拡散や統合により混乱をきたすことが考えられる。

これらのことから、高校生を調査の対象とするこどがジェンダー・スポーツ参加者の

アイデンティティ形成過程を明らかにすることは有意義であると考えられる。

スポ)ツの実践や観戦もまた一つの学習過程で、あり、社会化過程といえる。スポーツ

活動を楽しむために家族や友人たち、指導者などの重要な他者と関わりながらスポーツ

の技術だけではなく、ノレールや教養を身につける口社会化研究は、 1960年代末期に北

米で始まり、国際的に理論研究と実証研究の両面から発展し、スポーツ社会学の中心的

な研究分野となった 19 )。

スポーツの社会化研究の代表的なものが、図 1に示したケニヨンとマクファーソンが

行った社会的学習理論に基づいた、スポーツの社会化理論を構築した研究 22 )である。

スポーツの社会化は、主に「スポーツへの社会化(図 1赤い囲み)Jと「スポーツによ

る社会化」の 2つに分けられる。図 2は、図 1の赤い囲み部分のスポーツへの社会化を

抜き出して示したものである。スポーツへの社会化は様々な身体的・心理的特性や性別、

出生)1頂、職業、年齢、社会経済的地位などの「個人的属性」をもった個人が、両親や兄

弟、コーチ、教師、友人、スター選手といった「重要な他者」との相互作用をもちなが
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ら、学校や地域、クラブ、職場という「社会化環境Jに影響を受けてスポーツに関する

知識や教養、体力や技術などの諸資質を獲得していく学習過程のことである 23 )。

一方で、スポーツによる社会化とは、スポーツ参加を通して態度や価値を学ぶことに

よって、性格形成や社会性の発達にどのように役割を果たすかについて焦点を当ててい

る19 )。

本研究では、図 2で示したスポーツへの社会化に着目し、ジェンダー・スポーツへ参

加する男子高校生の実態と参加要因を明らかにする。

家族

仲間・友人

学校

地域社会

マスメディア

etc. 
社会化エージェント

個々 人がスポーツr
関心を持ち馴染む

スポーツへの社会化

スポーツ参加

の副産物

スポーツによる社会化

図1.スポーツの社会化 (Kenyon&Mcpherson，1973) を基に筆者作図

(pc，.sonaJ nttribures) 

~. 

I f('~:な {山 内ー ス ホ ー ツ への 社 会 化

(呂i)!，TlifiC;t1l1りtht:'r討) (soci.t1iχ<ttIOIl Into当port) 

/ノ

(socialiχin品目iIU:'Ilionち)

図 2. スポーツへの社会化 (Kenyon&Mcpherson，1973) を基に筆者作図
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第 2項日本におけるスポーツへの社会化研究

日本においてもケニヨンらの理論を基に「一流競技者のスポーツへの社会化に関する

研究J2 4 )が報告されている。日本の一流競技者の直接スポーツ参与に影響を及ぼす過

去及び、現在の社会化エージェントを明らかにすることを目的とし、「初期のスポーツ

への社会化の状況」、 14つのライフステージからみた直接スポーツ参与の実態と重要な

他者」、「スポーツ技能の自己認知評価」、「スポーツに対する態度」などが調査項目とし

て設定された。主な重要な他者は、父親や学校の先生で、あった。社会化環境は、学校と

家庭が重要な社会化エージェントであり、野球を行っていたサンフ。ルは近隣住民も重要

な社会化エージェントとして捉えていることなどが報告されている 24 )口

また、山口ら 25 )は子供と一般成人を対象とした研究を行った。子どもを対象とした

研究では、スポーツ参与には主に、両親と友人の影響が強く、特に向性の親と向性の友

人が重要な他者であることを報告している。海老原ら 26 )の小学校高学年のスポーツ少

年団を対象とした研究においても山口ら 25 )の研究と同様の結果となったことが報告さ

れている。また、スポーツ参与は出生順位との関連があり、長子、一人っ子は親への依

存度が強く、逆に中間子と末っ子は父親離れの傾向がみられることなどが報告されてい

る25 )。

一般成人を対象とした研究では、現在のスポーツ参加頻度は過去のスポーツ経験や部

活経験に強く影響され、スポーツへの態度が現在の参加頻度を規定していることが報告

されている。そして、スポーツ参加頻度は女子よりも男子の方が高いが、この性差は年々

小さくなる傾向にあることなどが報告されている 25 )。

その他にも、久保27 )によって行われたマイナースポーツ種目競技者のスポーツへの

社会化過程に関する研究では、メジャー種目との比較を通して、ホッケー選手の社会化

過程及びスポーツキャリアを明らかにした。半数以上のサンフ。ルが、高校入学後に活動

を開始し、小学校や中学校で開始した者は極めて少数であった。社会化エージェントの

社会化環境では、活動を開始した所属機関は、開始時期とも関連しており、 7割以上の

サンフ。ノレが学校のクラブで活動を開始し、スポーツ少年団で開始したサンフ。ルは少なか

った口また、スポーツ参加歴では、半数以上のサンフ。ルがスポーツトランスファーを経

験しており、ホッケーを開始する以前に野球やサッカーを行なっていたサンフ。ルが多く

見られた。ホッケーを開始するにあたり，競技を始めた動機・影響を受けた社会化エー

ジェントは友人・知人の影響が強く、マスメディアや地域のクラブはほとんど影響して
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いないとしづ結果で、あった。メジャー種目での重要な他者は、父親や友人、兄弟の影響

を強く受けているのに対して、ホッケーでの重要な他者は、先輩、友人、教師が多く見

られた。また、メジャー種目とは異なり、家族の影響を受けているサンプルが少なく、

部員獲得のために「先輩Jや「教師Jが選手を勧誘しているようであると考察しているD

久保27 )の研究では、スポーツ種目によって社会化エージェントに相違が生じること

が明らかになった結果に注目しておきたいD

本研究において、マイナースポーツ種目を扱うことから久保27 )によって行われた研

究結果と同様な結果になることが予想される。しかし、久保27 )の研究では、重要な他

者では両親として、父親と母親が一つにまとめた要因となっており、父親の影響なのか

母親の影響なのか詳しいことは明らかで、はなかった口また、姉妹の影響について検討が

なかったことから、本研究では、両親を父親と母親とに分け、さらに兄弟に加え姉妹の

項目設定することとした。

また、久保27 )は、マイナースポーツであるホッケーの選手の半数以上がスポーツ

トランスファーを経験してきたことも明らかにした。このトランスファーの原因として、

マイナースポーツを行う環境が少なく、競技を始めるあるいは、競技に触れる時期が遅

かったことを久保27 )は挙げていた口しかしながら、すべてのマイナースポーツ競技に

おいて、環境不足が原因とは考えにくい。日本においては、小学生や中学生までは女子

児童や生徒がサッカーや野球に参加できるものの、運動部活動が始まる時期になると部

活動自体に所属できない、競技を継続しにくい状況が生じる。その結果、類似したスポ

ーツに流出する、転出するケースがみられる。このようなトランスファーの事例に対し

ては、スヒ。ノレオーバーの概念の援用が有効なのではなし、かと考えられる口

山田 28)は大学運動部に所属する学生をとりまく競技ストレス、抑うつ、アスリート・

ノミーンアウト、自我同一性の問題、キャリア・トラデイツション、キャリア・ストレス

などのストレス現象は多様であることに注目した。そして、学生競技者が抱える「大学

生」と「競技者Jとしづ多重役割問で「一方の役割で生じたネガティブな状況と意識が

他方の状況と意識にネガティブな影響を及ぼす」ネガティブスヒ。ルオーバー(以後、NSP)

が生起することを確かめ、それが抑うつにどの程度の影響力を示すのかを検証すること

を目的として研究を行った口

多重役割の問題は、多重役割への従事が人間の健康状態に及ぼす影響は、大きく分け

て 2つの理論仮説から研究が展開されてきたとしている。 Goode2
9)は人間の能力的許
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容量には限界があるため、多重役割への従事は健康を阻害するというネガティブな仮説

(欠乏仮説)である。もう 1つは Sieber30)の多重役割への従事が人間の生活を充実さ

せるために健康を促すというポジティブな仮説(増大仮説)である口

多重役割問の関係性については、流出(スヒ。ルオーバー)、補償、分離という 3つの

理論仮説から研究が進められてきた。スヒ。ルオーバーの定義は様々で、一般的には「一

方の役割で生じた状況と意識が他方の状況と意識に影響を及ぼすこと」と定義されてい

る。これに対し、補償は一方の役割で生じた不満のために他方の役割において満足を保

つことを意味している。また、分離は、両方の役割が独立しているという関係性を示す

としているD また、実際のスヒ。ノレオーバーはその方向性と、他方に与えるポジティブな

影響とネガティブな影響に大別されることを山田ら 28 )は述べている口日本スポーツ振

興センターが実施しているナショナルタレント発掘・育成 (NTID)プログラムなどは、

ポテンシャルが認められ的性のあるスポーツ種目に転向するというポジティブな影響

を与えるスヒ。ルオーバーとして捉える事ができょう。

これらの概念などから、山田 28 )によると大学生競技者は、大学生と競技者という多

重役割を担っており、それに伴う NSPをストレスとして訴える傾向にあること、大学

競技者の訴える NSPは心理的なものと物理的なもので構造化されることを明らかにし

た口また、全ての NSPは抑うつに対して影響力をもち得ること、大学生競技者のスト

レスを理解し、メンタルへノレスに介入するための一概念として NSPに注目することは、

有意義で、あることを報告している。

また、山田ら 28 )が指摘する NSPは必ずしも大学生の運動競技者だけでなく、中学

生、高校生の運動部活動で競技をしている者は同様に、多重役割へ従事していると考え

られる。そのため、このスヒ。ノレオーバーの概念は本研究にも援用できるであろうと考え

られる。

第 3節 男子新体操に関する研究

第 1項日本における男子新体操の研究

現在、日本における男子新体操の研究は、筋・骨格に関するバイオメカニクスやスポ

ーツ外傷・障害などのスポーツ医科学的な分野が主である 31)。

そのため野田ら 31 )は、男子新体操の競技人口の増加や競技の国内的・国際的発展を

目指し、その目標達成の一助になるのが男子新体操における学術研究の充実だと考えた。
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男子新体操研究の可能性を模索するために、まずは男子新体操および新体操を行う男子

選手に関する先行研究を領域横断的に概観し、そのうえでとくに人文社会科学的方法に

よる男子新体操研究の可能性を展望することを目的とした。野田ら 31 )の研究では、男

子新体操に注目する際の主要な視点は、ジェンダーであるとしているD 一方で、人文社

会学的な研究は、特にヨーロッパ圏を中心として男子新体操に関するジェンダー研究が多

く報告されているが日本では極めて少ない。これらのことから、日本においてもバイオメカ

ニクスなどのスポーツ医科学的分野だけでなく、ジェンダー視点からの人文社会学的な研

究が必要であることを述べている 31 )。

第2項海外における男子新体操の研究

Otake3 2  )は、新体操としヴ競技が「女子新体操」を連想させるために男子新体操(選

手)がステレオタイプ化されやすい、というストーリーがしばしば語られていることを

指摘している。また Reekie33)は、オリンピックイヤーになるとオリンピック競技に残

された最後の「性差別Jとして、シンクロナイズドスイミングと新体操にのみ男子種目

がないことが思い出されるようだと述べ、新体操が女性的なスポーツであると連想され

る傾向にあることを両者は指摘している。

Chimot and Louveau 3 4 )は、新体操を行う 10代'"'"'20代前半の男性がどのように「女

性のスポーツ」を行う自身のジェンダー・アイデンティティを構築しているか、インタ

ビュー調査を元に分析を行った。 Chimotand Louveau 3 4 )によれば、新体操を女子のチ

ームの中で少年が行うことは、社会の「男らしさ」をめぐる規範と翻師をきたすと男性

や同性の同級生、チームメイトである少女などにみなされることがあり、そのトラブル

の解決する方法としてヘゲモニックな女性的なものを含んだ「男らしさ」とは異なる男

らしさを模索するという戦略が取られるとしている口ここで、ジェンダー・アイデンティ

ティの構築の計画に用いられるのが、 Icontext， nature， effectivenessJの3つの戦略が

取られていることが報告された。

同様に Bekiand Ga13 
5 )は、スポーツを社会のジェンダ一規範が再演される場として

のみとらえるのではなく、スポーツによって新しいジェンダーのパターンが構築される

可能性を指摘している口 Bekiand Ga13 
5 )は、女性の新体操競技者のみを対象とした研

究であるが、女子新体操と男子新体操には独特な異なる「女らしさJや「男らしさj を

構築する可能性があると男子新体操にも言及している口
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一方で、 Kamberidouet al. 3 6 )は、ジェンダー化された近代スポーツの中では「男性」

もジェンダーであることに目が向けられにくいと指摘している。そのうえで

Kamberidou et al. 3 6 )は、男子新体操競技が登場した当初から「女性らしさJの理想的

な表現手段であると見なされてきた新体操に、男性がどのように参入し得るかについて

考察した。

これらの研究はスポーツによる社会化の視点からインタビュー調査などが行われて

いるため、ジェンダー・スポーツを始めたきっかけなどスポーツへの社会化の項目が明

らかではなかった。しかし、ジェンダー・スポーツを行っている青少年や成人が直面し

ている問題点が浮き彫りになっており、男性をジェンダー・マイノリティと捉えた研究

を進めることによりジェンダー・スポーツを行っている青少年や成人が直面している問

題解決の一助になり得る。また、ジェンダー・スポーツの普及振興の一助になることが

考えられる。

第4節結果の予測

本研究は、男性をジェンダー・マイノリティとして捉え、ジエンター・スポーツに参

加している男性に関する基礎資料の収集とジェンダー・スポーツに参加している男子高

校生の実態を把握し、男子高校生のジェンダー・スポーツ参加過程と参加に至る要因に

ついて明らかにすることを目的とした口

しかし、男子高校生を対象としたジェンダー・スポーツに関する研究は少なく、仮説

の設定は困難である。したがって、本研究においては結果の予測にとどめた。

1.ジェンダー・スポーツへの参加における重要な他者は、幼稚園/保育園~小学4-

6年生までは「同性の両親」または「向性の兄弟Jが影響している。また、中学生

以降は、「部活の指導者Jや「外部指導者」、「部活仲間」が影響を与える。

2.ジェンダー・スポーツへの参加過程は、トランスファーと流出(スヒ。ルオーバー)

の 2つに分けられる。
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第3章研究方法

第 1節研究対象

本研究では、ジェンダー・スポーツに参加している男子高校生を対象とするD 笹川|ス

ポーツ財団37 )によると、日本ワールドゲームズ協会に加盟、準加盟している中央競技

団体は 84団体あり、これらのスポーツ振興の直接の担い手である団体を対象に毎年、

中央競技団体の現状を把握し、スポーツの効果的な普及および強化の方策を検討する基

本資料を得ることを目的に調査を行っている。そのうち、本研究ではジェンダー・スポ

ーツに参加している男子高校生を対象としていることから、女性競技者の競技人口が多

く、男性競技者が少人数であるスポーツ・マイノリティの競技団体に注目した。その理

由として、ジェンダー・スポーツと呼ぶ明確な基準がないことから、本研究では、第 1

章 3節で定義したように、女性競技者の競技人口が多く、男性競技者が少人数であるス

ポーツをジエンダー・スポーツと判断する一つの基準とした口このような条件から調査

対象は男子新体操を含む「体操競技J、「エアロピック」、「フィギュアスケートj、「チア

リーディングJが条件を満たした。しかしながら、フィギュアスケートとチアリーディ

ングの男子競技者の競技者数が明確でないととから、今回の調査では対象から除外した。

新体操は全国高等学校体育連盟の統計調査38 )より、男子新体操競技者数が 500名以

上いることが明らかとなっていた。一方で、エアロピック競技は高等学校の部活動には

なく、高校生の競技者数が不明で、あった。しかし、日本エアロピック連盟へのヒアリン

グにより、高校生と大学生を含め 100名以上いることが確認された口

このような条件から調査対象を選定した結果、「男子新体操」、「エアロピック」を調

査対象とした。

第2節調査方法

調査方法は、郵送法を用いて質問紙調査を実施した。各団体に調査者が直接伺い、調

査の依頼を行った口承諾のとれた団体より提供されたチームや指導者に対し改めて調査

用紙と依頼文を添えて質問紙を送付した。調査手順は、調査用紙を顧問または指導者を

通じて生徒・選手へ配布、記入、記入後に顧問または指導者が回収し、同封していた封

筒に入れて郵送してもらい質問紙の回収を行った口
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第 3節調査項目

表 1は本研究における調査項目と項目内容などについて示したものである口本研究の

調査項目は、川辺 24)がケニヨンとマクファーソンの社会化に関する理論を基に行った、

一流競技者の社会化に関する研究から各年齢期の「スポーツ参加歴Jや「社会化エージ

ェント」、「競技を本格的に始めた理由Jに関する 4項目を援用し設定した。回答は、幼

少期から高校生までの各年齢期の「スポーツ参加歴jや「所属団体J、「影響力が強かっ

た他者」については、回答欄の選択肢から 2つまで選び、回答を記入し「競技を本格的

に始めた理由」について回答欄の選択肢から複数回答によって回答を記入してもらった。

また I~競技の魅力に関する項目』は、競技ルールなど男女の新体操の違いやエアロ

ピック連盟からのヒアリングから設定した口項目の中に「男性らしし'1Jや「華やかさj

などの言葉を加えた口

また、『競技の普及・振興に関する項目』は、各競技の組織の方から普及・振興に関

して力を入れている事業などをヒアリングし、項目を設定した。

これらの調査項目への回答は、 11.全く同意しない'"'-'6.とても同意する」までのリッ

カート法を用いて 6段階の等間隔スケールとみなし、項目を設定した口項目の回答は当

てはまる番号にOを記入してもらった。

また、『現在の活動状況に関する項目』は、主に 1週間の練習回数や時間、高校入学

後の大会出場回数、ケガの有無や年聞にかかる費用などスポーツ白書39 )を元に項目を

設定した。項目の回答は当てはまる番号にOを、空欄には直接の記入をしてもらった。

さらに、個人的属性として、人口統計学的変数をもとに、学年、身長や体重の体格、

居住地域、現住居、同居人の 5項目を設定した。項目の回答は当てはまる番号にOを、

空欄には直接の記入をしてもらった。

第4節調査手順

第 1項男子新体操における調査

質問紙を作成し男子新体操は、全国高等学校総合体育大会の体操競技の開催される期

間に調査者が直接伺い、全国高等学校体育連盟男子新体操専門部の委員長に直接依頼を

行った。同時に質問紙に関する検討を行ってもらい、後日、専門部委員長を通じて全国

の男子新体操の部活顧問や指導者から承諾を得た口質問紙は修正を行った後、委員長と
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調査方法や調査項目ついて再度検討を行い、質問紙を修正・完成させた。調査は、 9月

12日'"'"'24日の 12日間の日程で提供された全国の男子新体操部のリストを基に、郵送

法を用いて質問紙調査を実施した口

第2項エアロピックにおける調査

エアロピックを対象とした調査も男子新体操同様に、質問紙を作成し、公益社団法人

日本エアロピック連盟へ直接調査の依頼を行い、承諾された。 9月 4日に東洋大学で行

われた第5回全日本エアロピック高校選手権・第 7回全日本エアロピック学生選手権に

おいて 9月 4日'"'"'18日の 14日間の期間で、パイロットテストを実施した口パイロットテ

ストの結果を分析後、質問紙の修正後、担当者と質問紙の再検討を行い、質問紙を完成

させた。エアロピック連盟に加入している全国の男子エアロピック競技者の男子高校生

と大学生を対象に質問紙調査を 11月 30日'"'-'12月 7日の 7日間の期間で、行った。競技

者の住所などはエアロピック連盟より提供があったが、個人情報保護のため、同連盟の

担当者の監修の下で、発送作業を行った口
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表 1. 調査項目一覧

No. 調査項目 項目内容 引用元

各年齢期に主に参加してきたスポーツ種目 スポーツ参加歴

2 各年齢期に所属してきた場所または団体 社会化環境
川辺(1981) 

3 各年齢期に影響の強かった人 重要なる他者

4 各競技を本格的に始めた理由 重要なる他者

5各競技の魅力について ジェンダーについて オリジナル

進学理由

7 練習日数と時間

8 大会出場回数 競技成績

9 けがについて

10 年間費用

11 家族からの経済的なサポート

12 家族からの日常生活のサポート
民ポーツ青年白書(2012)

13 家族からの食事(栄養)面のサポート

14 学校からの施設面のサポート

-一一一15一

学校からの指導面のサポート 希望するサポートについて

L-J! 学校からの経済的なサポート

LJl 各競技組織からの施設面のサポート

18 各競技組織からの経済的なサポート

19 各競技組織からの経済的なサポート

-一一2一0一

より男性的なアクロバティックな演技に変更するべき

u シンプルな衣装にするべき

22 芸術性を追求するべき

23 
芸術性よりも男性らしい力強さとアクロバティック演技を採
点対象とするべき 競技の普及・振興について

同 - - -

~ テレビなどのメディアを通して魅力を広く伝えるべき
~ 男女共通のルールに統一し、男女混合競技にするベ

斗 2採点方法の上限を取り払うべき
オリジナル27 国際大会を倍増し、各競技を普及するべき

28 今後の競技予定・計画 今後の競技継続意志

~ 学年
30 身長

31 体重
個人的属性

32 居住地域

斗 2現在の住まい

34 同居人
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第 5節分析方法

本研究での分析は、統計解析パッケージ IBMSPSS Statistics 21を用いて、各項目

を単純集計し、個人的属性、各年齢期でのスポーツ参加歴、社会化環境、重要な他者、

各種目を本格的に始めた要因、各競技の魅力について分析を行った。

また、結果の予測 2で示したジェンダー・スポーツへの参加過程は、久保27 )のトラ

ンスファーに関する結果やスヒ。ルオーバーの概念を援用し、流出(スヒ。ルオーバー)と

トランスファーの 2つのパターンに各年齢期のスポーツ参加歴から以下のように分類

し、分析を行った口

1.幼少期や小学生の頃から現在まで、男子新体操やエアロピックを行ってきた者、ま

たは、器械体操やダンスなど似たような種目から男子新体操やエアロピックなどの

ジェンダー・スポーツへ移ってきた者を「流出(スヒ。ルオーバー)JとしたD

2. 中学や高校まで男子新体操やエアロピック、それらに似た種目を行って来ず、種目

を中学や高校に進学してからジェンダー・スポーツへ参加した者を iTransferJ と

した。
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第4章結果

第 1節 サンブロノレの属性

第 1項 本研究におけるサンブロル

本研究では、ジェンダー・スポーツ参加者(男子新体操、エアロピック)における男

子高校生を対象とした。その結果、男子新体操は 591部配布、回収数 235部、有効回

答数は 232部であった。また、エアロピックは 53部配布、回収数 22部、有効回答数

5部であった口これらの 2回の調査より、 644部配布、総回収数 254部、回収率 39.4%

であった。

第2項 サンフ。ノレの個人的属性

表 2、表 3は本研究におけるサンブロノレの個人的属性についてまとめたものである。ジ

ェンダ)・スポーツ参加者の学年は、高校 1年生が 43.7%(100名)で最も多く、次い

で2年生 35.8%(82名)、 3年生 20.5%(47名)で、あった。

居住地域は、!九州・沖縄が 29.7%(69名)で最も多く、次いで東北 17.7%(41名)、

関東 15.9%(37名)で、あった口

現在の住まいは、自宅と回答したサンプルが 93.5%(216名)と最も多く、合宿所や

寮に住んでいるサンフ。ルはわずかで、あった。その同居人として母親 (89.00/0)や父親

(75.1 %)が多く、兄弟や姉妹は、年下の弟 (30.4%)、妹 (25.3%)が兄姉よりも多い

傾向にあった。

また、身体的特徴として、身長と体重の平均値は身長が 168.1cm、体重が 56.8kgで

あった口この平均値はスポーツ庁で行われる「体力・運動能力調査J4 0 )の高校生平均

身長・体重の身長 170.0cm、体重 60.9kgに比べ体格がやや小さい傾向がみられた。

サンフ。ルの競技レベルは、ブロック大会に出場したことのあるサンフ。ルが 60.3%

(143名)と多く、次いでインターハイ/全国大会 37.1%(88名)、全日本/世界選手権

16.5% (39名)の順で多く、競技レベノレの高いサンプノレが半数近くいることが明らかと

なった口
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表 2.個人的属性

9も n 

学年 1年生 43. 7 100 

2年生 35.8 82 

3年生 20. 5 47 

合計 229 

居住地域 北海道 6.5 15 

東北 17.7 41 

北陸 3.0 7 

関東 15.9 37 

東海 13.8 32 

中部 1.3 3 

近畿 9.5 22 

中国 2.6 6 

九州・沖縄 29. 7 69 

合計 232 

現在の住まい 自宅 93.5 216 

合宿所 4.3 10 

その他 2.2 5 

合計 231 

同居人 父 75. 1 178 

(複数回答) 母 89.0 211 

兄 22. 8 54 

弟 30.4 72 

姉 17.7 42 

妹 25.3 60 

祖父 12.2 29 

祖母 16.0 38 

その他 7.2 17 

競技レベル 全日本/世界選手権 16.5 39 

(複数回答) 国体/ワールドカップ 3.0 7 

インターハイ/全国大会 37. 1 88 

ブロック大会 60. 3 143 

表 3.個人的属性平均値

n 最小値 最大値 mean SD 

身長 232 151 195 168.1 6.09 

体重 230 34 85 56.8 6.45 

17 



第 2節 スポーツ参加歴について

表4は各年齢期におけるスポーツ参加歴についてまとめたものである。幼稚園/保育

園の頃のスポーツ参加は、「やっていなしリと回答したサンブ。ルは 47.9%(103名)で

最も多く、次いで、「水泳J16.3% (35名)、「器械体操J10.7% (23名)、「サッカーJ

9.8% (21名)、「新体操/エアロピックJ4.70/0 (10名)の順であった。その他の種目と

して、テニスや陸上教室などの回答が見られた。

小学 1-3年生の頃のスポーツ参加は、「水泳Jと回答したサンプルが 25.2%(70名)

で最も多く、「やっていなしリ 16.50/0 (46名)、サッカー12.6%(35名)、「新体操/エア

ロピックJ10.1% (28名)、器械体操 8.3%(23名)、「空手」が 8.0%(21名)の順で

あった。

小学4-6年生になると、「新体操/エアロピック」と回答したサンプルが 17.0%(47 

名)であり、次いで「水泳J15.80/0 (45名)、「サッカーJ13.4% (38名)、「野球J12.30/0 

(35名)、「やっていなしリ 7.7%(22名)、「器械体操J7.0% (20名)の順であった。

中学生に進学すると、「新体操/エアロピックjと回答したサンブロルが 29.7%(82名)

で最も多く、次いで「その他J10.5% (29名人「サッカーJ9.8% (27名)、「野球J8.3% 

(23名)、「バレーボールJ8.0% (22名)の順であった。

高校生に進学すると、「新体操/エアロピックJと回答したサンプρルが 97.90/0(233名)

であり、現在の競技種目に至っている。
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第 3節社会化環境について

表 5は社会化環境についてまとめたものである。幼稚園/保育園の頃のスポーツ所属

団体は、「所属していなしリと回答したサンプロルが 50.0%(105名)と最も多く、次い

で「スイミングスクールJ16.2% (34名)、「地域のスポーツ少年団J13.8% (29名)、

「民間の体操クラブJ10.50/0 (22名)の順であった。

小学 1-3年生の頃のスポーツ所属団体は、「地域のスポーツ少年団」と回答したサ

ンブρルが 31.9%(80名)と最も多く、次いで「スイミングスクールJ25.90/0 (65名)、

「所属していないJ19.1% (48名)、「民間の新体操/エアロピッククラブJ8.0% (20名)

の順であった口

小学4-6年生になると、「地域のスポーツ少年団J37.0% (98名)が最も多く、次

いで、「スイミングスクールJi民間の新体操/エアロピッククラブJ15.50/0 (41名)、「学

校の部活動J11.3% (30名)の順であった。

中学生に進学すると、「学校の部活動J58.4% (156名)が最も多く、次いで「民間の

新体操/エアロピッククラブJ18.0% (48名)、「地域のスポーツ少年団J11.60/0 (31名)

の順であった口

高校生では、「学校の部活動Jと回答したサンブρルが 84.5%(201名)と最も多く、

次いで「民間の新体操/エアロピッククラブJ8.8% (21名)、「地域のスポーツ少年団J

2.9% (7名)の)1慎であった。

これらの結果より、幼少期ではスポーツに参加しているサンプルが少ないことから、

「所属していなしリとの回答が多いが、年齢期が進むごとにそれぞれの参加スポーツの

所属団体に所属していく傾向ある。小学校4-6年生からは「学校の部活動」に所属す

るサンブρルが倍増する傾向にあることが明らかとなった口
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第 4節 スポーツ参加に最も影響力のあった他者について

表 6は重要な他者についてまとめたものである。幼稚園/保育園の頃は、「特にいない」

と回答したサンブロルが 57.7%(112名)と最も多く、次いで「母親J16.5% (32名)、

「父親J7.7% (15名)、「学外の指導者JI兄弟J3.1% (6名)の順であった。

小学 1-3年生の頃は、「特にいなしリと回答したサンプρルが 31.6%(67名)、次い

で「母親J17.0% (36名)、兄弟 10.8%(24名)、「父親J9.0% (20名人学外の指導

者 7.7%(17名)の順であった。

小学4-6年生の頃は、「特にいなしリど回答したサンプルが 22.1% (49名)、次い

で「母親J13.1% (29名)、「学外の指導者J11.3% (29名)であり、「兄弟JI部活仲

間」が 10.4%(23名)であった。

中学生の頃は、「特にいなしリと回答したサンブρルが 21.4%(49名)で最も多く、次

いで「部活仲間J19.7% (45名)、「先輩J13.5% (31名)、「学外の指導者J11.8% (27 

名)、「兄弟J7.00/0 (16名)の順であった。

高校生になると「部活の指導者」と回答したサンブρルが 23.2%(52名)と最も多く、

次いで「先輩J20.5% (46名)、「特にいなしリ 17.9%(40名)、「部活仲間J15.0%) (35 

名)の順で、あった口

これらの結果から、幼少期の頃から小学校 1-3年生までは、家族の特に母親や兄弟

の影響が強い。また、小学校 4-6年から中学校にかけて家族の影響よりも部活仲間や

学外指導者などの所属団体からの影響を強く受けている口そして、高校生になると所属

団体の影響が強くなる事が顕著に表れた。
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第 5節 各種目を本格的に始めた理由について

表?と図 8は、各種目を本格的に始めた理由についてまとめたものである。各種目を

本格的に始めた理由について、テレビや You引lbeなどの「メディアを見て」と回答し

たサンプルは 68名であり最も多く、次いで「新体操/エアロピックからの勧誘Jが 53

名、「母親の勧めJ51名、「先輩からの勧めJ47名の順であった。

表 7. 各種目を本格的に始めた理由

% r、
父親の勧め 7. 6 18 

母親の勧め 19.4 46 

兄弟の勧め 4. 2 10 

姉妹の勧め 2. 1 5 

部活指導者の勧め 18.6 44 

学外指導者の勧め 9. 3 22 

部活仲間の勧め 18. 1 43 

先輩の勧め 19.4 46 

新体操/エアロピックからの勧め 21. 1 50 

器械体操からの転向 7.2 17 

他の競技からの転向 11. 8 28 

メディア (TV• Youtube) を見て 27.8 66 

漫画を見て 0.4 

その他 10. 1 24 

合計 420 

複数回答
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父視の勧め 18 

母親の勧め 46 

兄弟の勧め 10 

姉扶のむめ ・・・・ 5
fti~ ~舌 tfj)存者のを}}め 44 
学外指導者の閉め 22 

m~ 活イ+'，\1 の勧め 43 

先ゴJ の苦j}め 46 

新件、j~"/ :ヱア CI ピソクからの勧め 50 
3'?i.槻句、j長刀、らのも'irtj"] 17 

4也のをH支からの転[ri] 28 

ノ子ィア lTV . Youtube)を児て 66 

:菱![f，it-?:-5，iて・1

その 1t~ 24 

図2. 種目を本格的に始めた理由
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第 6節各種目の魅力について

表 8は各種目の魅力についてまとめたものである。各種目の魅力について、 11.全く

同意しない~6. とても同意する J の 6 段階の等間隔とみなして平均値を算出し、各項目

を平均値の検定を行った。各種目の魅力について、最も平均値が高かった項目は、「タ

ンブリング/アクロバティック動作」が 5.77であり、次いで「男らしいダイナミックな

演技・動作J5.67、「男らしい追力とスピード感のある演技J5.64であった口

表 8. 各種目の魅力について

n mean SD 

男らしいダイナミックな技 236 5.67 .70 

手具操作/コンビネーション動作の面白さ 236 5.26 1.07 

タンブリング/アクロバティック動作 236 5. 77 .60 

衣装の華やかさ 235 5.07 1. 13 

伴奏/音楽に合わせた演技 236 5.55 .79 

繊細な演技力の追求 236 5.55 .78 

協同作業の楽しさ 236 5.42 .86 

男らしい迫力とスピード感のある演技 236 5. 64 .80 
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第 7節 ジェンダー ・スポーツにおけるスポーツキャ リア分析

表 9は第 3章第 5節に基づき、ス ヒ。ルオーバーの概念、を援用してスポーツ参加歴か

ら、ジェンダー ・スポーツへの参加過程をまとめたものである。スヒ。ルオーバーと分類

されたサンプρルは 8.0% (n二 19)、1I'ansfer92.0% (n=218) に分類された。ただし、

1I'ansferに分類されたものの中には、幼稚園/保育園においてジェンダー ・スポーツや

似たスポーツを行っており、 一度それらの種目をやめ、中学 ・高校になって再開すると

いった、スポーツの社会化理論で示される、スポーツの再社会化に近い過程を経るもの

が少数 (6.80/0 : n=16)いることが明らかとなった。

図 3は、本研究における男子高校生のジェンダー ・スポーツへの参加過程を図示した

ものである。

明出 (スピル

表 9. ジェンダー ・スポーツへの参加過程

項目

流出(スピルオーバー)
Transfer 
合計

体像
エアロピック

体操 ・衝体像
ヱアロピック

9色

8. 0 
92.。

n 

19 
218 
237 

体樋 11 体像 ..面体操
ヱアロピック 11 ヱアロピック

自前体横 a時休4・
ヱアロピック エアロピック

図 3. ジェンダー ・スポーツ参加過程
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第 5章考察

山口ら 25 )の研究では、社会化過程の重要な他者は小学 1-3年生までは向性の両親

や兄弟が強く影響すると報告されていた。しかし、本研究で、は小学校4-6年生まで同

性の両親よりも異性である母親が強く影響することが明らかとなった。そのため、母親

のやっていたスポーツが本研究のサンフ。ルに影響しているのではなし、かと考えられる

が、他の何らかの理由も考えられ、本研究では明らかにできなかった。また、個人的属

性で「同居人」として母親が 89.0%、父親が 75.1%とサンフ。ルの中には母子家庭で育

ったサンフ。ルがいるのではなし1かと推察されたが、明らかにはできなかった。

重要な他者が「特にいなしリと回答したサンフ。ルが各年齢期において多い割合を占め

ている結果にあり、これは TVや Youtubeなどのメディアの影響を受けて自分自身で

競技に興味を持ったのではなし、かと推察される。

また、サンプルはスポーツ参加開始とともに地域のスポーツ少年団などに所属するが、

指導者の影響が現れはじめるのは、小学校4-6年生からであるD また、高校に進学す

ると所属する団体の指導者や部活仲間などが影響を与えていることが顕著に現れた。

本研究では各年齢期のスポーツ参加の結果より、スポーツを始めた年齢期としては幼

少期からスポーツを始めたサンプルは少なく、小学 1-3年生から何らかのスポーツを

始める傾向がみられた。また、新体操やエアロビ、ックを幼稚園/保育園の頃から始めたサ

ンフ。ルはわずかで、あった。小学 1-3年生から中学生までは、サッカーや野球などの人

気スポーツに参加するサンフ。ルが多い傾向あるが、中学校に進学するとスヒ。ノレオーバー

やトランスブアーにより新体操やエアロピックに参加するサンフ。ルが倍増する傾向に

あった。

川辺 24)の研究では、プロの選手で、は小学 1-3年生頃から本格的に始める傾向があ

ると報告されていたのに対し、本研究の結果では、小学校4-6年生や中学生頃から始

める、または、高校に進学してからジェンダー・スポーツに参与する傾向にあった。ジ

ェンダー・スポーツにおけるスヒ。ルオーバーで、も、小学校から中学校進学時期よりも、

中学校から高校進学時期の方が、スヒ。ルオーバーの割合が高くなるため、スヒ。ルオーバ

ーは学校期での運動部活動が本格的に始まる、中学校から高校への移行期に起こること

が推察される。ジェンダー・スポーツへの参加過程においては、スヒ。ノレオーバーが 8.0%

(n=19名)、Transfer92.0% (n=218)に分類された口また、Transferに分類されたも
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のの中には、再社会化と考えられるサンプルが 6.8%(n=16)いることが明らかとなっ

た。このことから、男子新体操とエアロピックはスヒ。ルオーバーに分類されるサンブツレ

は少数であり、Transferが多い結果となった口久保ら 27 )の研究では、マイナースポー

ツではトランスファーが約半数を占めていたが、本研究で対象としたジェンダー・スポ

ーツにおいては、 9割を占めることが明らかとなった。マイナースポーツに比べ、ジェ

ンダー・スポーツは社会化環境が整っていないことが推察される結果となった。また、

先行研究ではスヒ。ルオーバーをポジティブとネガティブに分類することが可能である

としているが、本研究ではこのスヒ。ルオーバーとTransferはネガティブかポジティブ

な転向なのかは明らかにすることが出来なかった。この点においては、スヒ。ルオーバー

が生じやすい、中学校期から高校期への移行時に、質的な調査を行う必要性があると考

えられる。

28 



第 6章結論

本研究の目的は、男性をジェンダー・マイノリティとして捉え、ジェンダー・スポー

ツに参加している男性に関する基礎資料の収集とジェンダー・スポーツに参加している

男子高校生の実態を把握し、男子高校生のジェンダー・スポーツ参加過程と参加に至る

要因について明らかにすることで、あった。

男子高校生のジェンダー・スポーツへの参加過程は「流出(スヒ。ルオーバー」が 8.0%

(n=19)、ITransferJ 92.0% (n=218)の2つのパターンに分類された。また、Transfer

に分類されたものの中には、一度ジェンダー・スポ)ツを辞め、再度実施するという再

社会化と考えられるサンプルが 6.8% (n=16)存在することが明らかとなった。また、

当初のスヒ。ルオーバーが生じる学校期と設定した小学校から中学校への進学時期を、中

学校から高校に進学する時期に変更する必要があることが示唆される結果となった。こ

れらの結果からは、ジェンダー・スポーツへの参加過程においては中学校や高校といっ

た、学校期の運動部活動が影響を与えていることが推察される結果となった口

男子新体操とエアロピックはスヒ。ルオーバーに分類されるサンプルは少数であり、久

保ら 27)の結果と同様にTransferが占める割合が高い結果となった。一方で、約 9割が

Transferであることから、マイナースポーツに比べ、社会化環境が整っていないのでは

なし、かと推察される結果となった。

一方、男子高校生のジェンダー・スポーツへの参加に至る要因として、幼少期から小

学校4-6年生までの重要な他者は、マイナースポーツの様に同性の両親ではなく、母

親が最も影響していたD 次いで、向性の兄弟が影響を与えていることが明らかとなった口

また、中学校以降にジェンダー・スポーツへの参加に影響を与えるのは、「部活の指導

者Jや「学外指導者」、「部活仲間Jが影響している。

ジェンダー・スポーツを始めたきっかけとして、母親の勧めや部活仲間や指導者の他

に、 TVや Youtubeなどのメディアの影響を受けていた。

本調査で、はジェンダー・スポーツ参加歴やジェンダー・スポーツの参加要因と参加過

程が明らかとなった口しかし、ジェンダー・スポーツ参加過程において生じる流出(ス

ヒ。ルオーバー)やTransferの理由が、ポジティブなのかネガティブなのかは、今回の

調査では明らかにできなかった口そのため、今後インタピ、ュー調査を行い、より詳細な

データを収集することが課題であると考えられる。
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Factors of boys 'high school students' participation in gender sports 

Akihiro Nogawa 

ABSTRACT 

In recent years， sports such as boxing， rugby， judo， and soccer --historically 

regarded as male-dominated sports --have seen remarkable female participation 

increases (Saiki， 1997). At sporting events， sports are divided into “masculine" 

events such boxing， and “feminine" sports such rhythmic gymnastics (Saiki， 1997). 

The term gender sports has been coined to describe this such division in athletics. 

Socialization research has advanced， leading to a better understanding of how this 

gender sports division affects women in sports. Excellent research on this topic from 

overseas includes research done by Caroline (2010) and Tuero (2014). On the other 

hand， there is currently very little socialization research available regarding this 

division and how it affects men in sports. Therefore， it is necessary to gather basic 

data on gender minorities in sports in order to grasp the current conditions and their 

effects. 

This research seeks to investigate gender disparity in sports by gathering 

basic data on men participating in this so-called gender sports division. This 

investigation will delve into this topic in the 合ameof reference of men being a gender 

minority in certain sports， and look at the participation of high school boys in gender 

sports. 

This research consisted of sending out survey questionnaires by mail to high 

school boys' rhythmic gymnastics and aerobic clubs. The survey covered items such 

as personal attributes， sports participation history， socialization environment， 

inf1uential people， reasons for starting in their respective sport， and the perceived 

charm/allure of their sport. 

The results of this study， the frrst question analyzed was regarding whom 

the competitors saw as inf1uential people in their lives. Interestingly， the majority of 
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competitors stated that the person they regarded as inf1uential or significant in their 

lives from early childhood until fourth to sixth grade was not a parent of the same 

sex， but instead their mothers. Next， it became clear that siblings of the same sex 

had an inf1uence， which di首eredfrom previous studies. Post junior high school， 

participants answered that figures such as club leaders， extracurricular leaders， and 

sports club peers. These results strongly supported previous research done by 

Kubo(20 15). The inf1uence of such club-related figures became especially clear in 

high school students in particular. 

Two types of classification of sports participation history were classified as 

outf1ow/spillover 8.0% (n = 19) and transfer 92.0% (n = 218). Further， in the Transfer 

the sample considered Resocialization has revealed the presence 6.8% (n = 16). In 

addition， it was suggested that it was necessary to change the timing of entering the 

junior high school from the elementary school set as the school term in w hich the 

initial spillover occurred to the time of entering from junior high school to high school. 

From these results， it was concluded that athletic activities in middle school and 

high school have an inf1uence on gender division in sports. As for men's rhythmic 

gymnastics and aerobics， the number of samples classified as spillover was a small 

number， and transfer accounted for a high proportion， as was the case in Kubo et al. 

(2015). 

In conclusion， this survey revealed the participation history of gender in 

sports， participation factors of gender and sports， and the participation process. 

However， it was not clear in this survey w hether spillover and Transfer occurring in 

the process of participating in gender and sports are positive turning or negative 

turning. Therefore， it is necessary to conduct further surveys in order to obtain more 

detailed data. 
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<付録資料>

資料 1 質問紙
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1 .あなたのスポ}ツ参加歴についてお答えください。

1.各年齢期に主に参加されてきたさ友之之獲買の番号を 20まで記入してくださ

い。(複数回答可)

小学 小学 中学
年齢期 幼稚園/保育園

1-3年 生 4-6年生 1-3年生

参加種目

一

高校
1年生

①新体操 ②器械体操 ③サッカー ④野球 ⑤水泳 ⑥車球 ⑦バスケットボール

⑧柔道 ⑨剣道 ⑩空手 ⑪バドミントン ⑫ダンス ⑬バレーボール

⑭やっていない ⑮その他(

2.各年齢期に所属されてきた場貫主主践国体の番号をえヱまで記入してください。

(複数回答可)

小学 小学 中学 高校
年齢期 幼稚園/保育園

1-3年 生 4-6年生 1-3年生 1年生

参加種目

①地域のスポーツ少年団②民間の体操クラブ③民間の新体操クラブ④スイミングスクール

⑤学校の部活動 ⑥所属いていない⑦その他(具体的に:

3. 各年齢期においてあなたのスポーツ参加に最皇長饗jJ(/)強会全主主の番号をよ2

記入してください口

小学 小学 中学 ーI司ーー 」全L父..L 
年齢期 幼稚園/保育園

1-3年 生 4-6年生 1-3年生 1年生

参加種目

父譲 :z号務 室完弟 @去最諒季穀j霧(~\とこ〉 雲'gs5舌の詣導者会クラブーサークんの器等吾

妻fQ1王室主窃雲:部活停電 窪先輩号室ß~{5以外の友人〈さむ恋人) :j};努仁いない
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4. あなたが男子新体操競技を本格的に始めた理由で当支民支亙吏員会主にOを付け

てください。(複数回答可)

①父親の勧め ②母親の勧め ③兄弟の勧め ④姉妹の勧め ⑤部活動の指導者の勧め ⑥外部指導者の勧め

⑦部活仲間の勧め ⑧先輩の勧め ⑨新体操からの勧誘 ⑩器械体操からの転向 ⑪他の競技からの転向

⑫メテ、ィア(テレビ・YouTube)を見て ⑬漫画を見て ⑪その他(

5. あなたにとって男子新体操競技の魅力について以下の項目で当てはまる番号にO

を付けてください口

とても 少し あまり 同意
同意する同意する 同且居、する同意しない しない

男性らしいダイナミックな演技/動作 6 5 4 3 2 

4種目の手具操作の面白さ 6 5 4 3 2 

バク転、バク宙などのタンブリング動作 6 5 4 3 2 

衣装の華やかさ 6 5 4 3 2 

伴奏に合わせた演技の面白さ 6 5 4 3 2 

繊細な演技力の追求 6 5 4 3 2 

グループ演技での協働作業の楽しさ 6 5 4 3 2 

男性らしい迫力とスピード感のある演技 6 5 4 3 2 

IT.新体操競技におけるあなたの現在の活動状況についてお答えください。

1. あなたが現在の高校に進学される際、何を最も重視されましたか。宛てはまる番

号にOを付けてください口

全く同意
しない

①新体操のレベル②器械体操のレベル③指導者のレベル④部活仲間⑤部活の上級宜

⑥特待生制度 ⑦大学進学率 ⑧就職先 ⑨その他(

2. 1週間の練習回数と時間 週( )日 1回平均( )時間

3. 高校入学後の大会出場回数 <国体は現在休止中です>

大会レベル| 全日本 国体 |インタ-/、ィ|フ、ロック大会

出 場 回 数
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4. 新体操競技を続けている中で玄室会乏友Jg_盟関弘よL史復宣之さ怠c左裏良金支

にOを付けてください。

①骨折 ②脱臼 ③ねんざ④腰痛⑤打撲⑥靭帯損傷⑦肉離れ

③突き指 ⑨脳振とう⑩その他 ( 

5. 新体操競技にかかる年間費用をお答えください。

衣装代、手具の購入費、遠征費等の年間経費など 総額:約( )万円

6. 男子新体操選手が家族や高校および協会に希望するサポートをお答えください口

非常に 少しあまり希 希望
希望する希望する 希望する望しない しない

1 家族の経済的なサポート 6 5 4 3 2 

2 家族の日常生活のサポート 6 5 4 3 2 

3 家族の食事(栄養)面のサポート 6 5 4 3 2 

4 学校からの施設面のサポート 6 5 4 3 2 

5 学校からの指導面のサポート 6 5 4 3 2 

6 学校からの進路面のサポート 6 5 4 3 2 

7 学校からの経済的なサポート 6 5 4 3 2 

8 新体操協会からの施設面のサポート 6 5 4 3 2 

9 新体操協会からの経済的なサポート 6 5 4 3 2 

10新体操協会からの指導面のサポート 6 5 4 3 2 
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ill.男子新体操競技をより広く普及・振興するための方策として、下記の提案にどの

程度同意されますか。当てはまる番号にOを付けてください。

とても 少し あまり 同意 全く同意
同意する同意する 同意する同意せず しない しない

1 女子新体操競技と混同されやすいので

競技盆塾ま蜜豆すべき
6 5 4 3 2 

個人溜持事庫止し、シンクロ競技のよ

2 うにデュエットと団体演技にすべき
6 5 4 3 2 

3個人種目の手具は、より里件的な猶

墨l三室豆すべき
6 5 4 3 2 

衣装の華やかさは女性競技を連想させ
4 るので、器械体操のようなシンプルな 6 5 4 3 2 

ヨ聖装にすべき

5伴奏に合わせてバレエの群舞のように

基盤盤まi自;率すべき 6 5 4 3 2 

芸術性よりも里件らしいカ輪声とタンブ
6 リングを採点対象とすべき

6 5 4 3 2 

7 テレビや漫画などのメ干ィアを通して男
子新体操の魅力を広く伝えるべき

6 5 4 3 2 

8個人演技の手具を男女共通に統一し
て、皇室湿含富音量とすべき

6 5 4 3 2 

910点満点の捜由労立を器械体操のよ
うに上限を取り払うべき

6 5 4 3 2 

男子新体操競技の閏際大全審倍増し
10て日本式男子新体操を普及すべき 6 5 4 3 2 

N. あなたの将来の予定・計画をおしえてください。下記の項目からひとつ選んで、、

当てはまる番号にOを付けてください。

①進学して競技を続ける ② 進学して別の競技に挑戦する ③進学しても競技は続けない

④ 就職して競技を続ける ⑤ 就職して別の競技に挑戦する ⑥ 就職したら競技は続けない

v.あなたご自身についておしえてください。

学年 ① 1年生 ②2年生 ③3年生 体格 息長 C町1 体重 kg 

居住地域
①北海道 ②東北 ③北陸 ④関東 ⑤東海 ⑥中部 ⑦近畿

⑧中国 ⑨四国 ⑩九州|・沖縄

現在の
①自宅 ②合宿所 ③その他

同居のご家族 ①父 ②母 ③兄 ④弟 ⑤姉

お住まい 全てにO ⑥妹 ⑦祖父 ⑧祖母 ⑨その他
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今後のインタヒ守ュー調査へのご協力のお願い

本調査では、今後インタビ、ュー調査による質的調査を実施し、男子新体操に関する内

容のお話を伺いたいと思っています。ご協力いただける方は後日ご連絡させていただ

きますので、下記の欄へご記入いただきますようお願い申し上げます。

質問は以上で終了です。今一度、記入漏れがなし 1かご確認ください口

アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうございました。

順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科工藤研究室

博士前期課程 2年野川暁弘

干270・1695千葉県印西市平賀学園台 1-1 TE1 0476・98-1001(代)
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